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1n のとき 

01 )( axxf  とし、ある有理数 1q に対して 011)( aqqf  が有理数であるとき、 0a は有理数である。 

したがって、 )(1 xf のすべての係数は有理数であり、 1n のとき成立。 

 

kn  のとき 

)(xf k を kx の係数が1である k 次式としたとき、相違なる k 個の有理数 kqqq ,,, 21  に対し、 

)(,),(),( 21 kkkk qfqfqf  がすべて有理数であれば、 )(xf k の係数はすべて有理数であると仮定する。 

 

1 kn のとき 

)(1 xf k を 1kx の係数が1である 1k 次式としたとき、相違なる 1k 個の有理数 121 ,,,, kk qqqq  に対し、 

)(),(,),(),( 1112111  kkkkkk qfqfqfqf  がすべて有理数であるとする。 

)(1 xf k を 1 kqx で割ると、 rxfqxxf kkk   )()()( 11 と表せる。 

ここで、 )(xf k は、 kx の係数が1である k 次式である。 

 

rqf kk  )( 11 は有理数であるから、 ki≦≦1 において、 rqf ik  )(1 は有理数である。 

すなわち、 ki≦≦1 において、 )()( 1 ikki qfqq  は有理数である。 

ki≦≦1 において、 1 ki qq は有理数同士の差であるから、有理数である。 

結局、 ki≦≦1 において、 )( ik qf は有理数である。 

すると、帰納法の仮定により、 )(xf k の係数はすべて有理数である。 

rqk ,1 は有理数であり、 )(xf k の係数もすべて有理数であるから、 rxfqxxf kkk   )()()( 11 の係数は、 

すべて有理数である。したがって、 1 kn でも成立。 

 

以上により、示された。(証明終) 


